



















　ライプニッツのテキストの内，ゲルハルト版全集（Gerhardt, C. I. ed., 1875-90, Die 
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が故に，どんなものも相対的にしか知り得ないが，有限者である以
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
上どんなものでも相対化できるわけでない
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れてあるものが
4 4 4 4 4 4 4
，神においては制限なしにあることを理解する
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